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1. 中期計画 中期重点目標    
 

学 「01」 盤 間 達成期間 中期 点目標 策

ン 自 課 見 解決 人 育成 定

達成 確 基礎学力 豊 教養 わ 修得

力 文章 書 力 数理 強い力等 醸成 自 意見

人 伝え 情報 信力 求 養う 少人数 や

型授業 ン 要 基礎学力 身 利用

法 学 現実 課 解決 体験 実践力 鍛え 必要 あ 留学 異文化

体験 ン ン 経験 実社会 学 挑戦 環境や機会

豊富 供 要 う 一連 教育 学校 大

学 一 教育 中 展開 い 自 課 見 解決 人 輩

出 い 考え い 定

具現化 化 推 教育 研究 質 向

組織 経営基 強化 産業界 地域 連携 『 柱 各施策

い 達成目標 達成期限 評価指標 評価基準 印）（A

適 運用 い 「018 い 目標 達成 う 組 い

定
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．グローバ 化の推進  

社会 存 個性 揮 人 育成 学校 大学

一 教育 中 外国語 ン能力 修得 海外留学 実

体験 裏打 国際感覚 身 や 充実 い

 

● グロ バ 人材の育成 ● 英語力強化への取組  

● 中高 おけ 海外学習、異文化体験機会の拡充 ● 小学校 おけ 海外学習機会の拡充  

● 教育 研究活動の国際化の促進 

 

．教育・研究の質の向上  

社会 求 人 育成 真 社会 必要 能力 授 教育 転換

必要 あ 学生 生 児童 主体的 学 引 出 卒業時 能力 保証

向 い 教育方法 改善や 改革 組織的 組 い  

● 教育の 的改善 ● 成蹊中学 高校生徒 し の質を保証す 教育改革、進路支援等の推進 

● 成蹊小学校児童 し の質を保証す 教育改革等の推進 ● 一貫教育の強化 

● I（T 活用教育の充実 ● 学外有識者 よ 外部評価委員会の設置 

● 教員 教育 研究 専念 環境の整備 ● 教育 研究の評価 ● ツ活動支援 

● 健康的 安全 児童 生徒 学生の生活環境の整備 

 

．組織・経営基盤の強化  

教育 研究活動 展開 い 土 いえ 組織 経営基 強化 積極的

組 教学部門 ン 改革 組織力 向 や業務 効率化 務

基 強化等 教学改革 推 い 経営資源 基 強化  

● 教学部門のガバ ン 改革 ● 内部統制の整備 充実  

● 学外有識者 よ バ ザ の設置  ● 事務職員の人事制度改革 

● IR Institutional Resear続h 機能の強化 ● IT ガバ ン の推進  

● 財務基盤の強化 向けた取組  ● 卒業生 同窓会組織 の連携強化 

  

．産業界・地域 の連携  

課 解決 実践 体験型学習 産業界 連携や ン 立

地 武蔵 地域 連携 強固 ン ン や 型授

業 ン 活動や共 研究 教育 現場 社会 接点 多面的 増や い

 

● 企業 適応した社会人基礎力の醸成 

● 産学連携 よ 共同研究の拡充及び競争的資金の獲得推進  ● 生涯学習機会の拡充 

● 地域社会 の連携の推進  ● 学生の ンテ 活動の支援  ● 地域 愛さ 成蹊学園の推進
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定

2. 大 学 
 

. グローバ 化の推進 
定

●グローバ 人材の育成 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果  

大学 100 規模 開始 在籍学生

う 派遣留学 経験 学生 人数 約 監00 調 増加 い 「01『

「01監 参加者 中 約半数 留学や学 国際交流活動 参

加 述 成蹊国際 録 希望 人 意識

効果 い 定

「01」 降 「01監 大学 新規 協 締結 定

定

短期留学 

大学 ン 大学

ン ン ン大学 大学 定

定

長期留学定

ンワ ン ン大学 ン ン 大学

ン 海交通大学 中国 広東外語外貿大学 中国 梨花女子大学 韓国

ン ン 大学 定

定

「01監 全学部 1盤8 希望者 】0 選抜 英語 使用言語

信力強化 向 専門教育 行う 成蹊国際 「～」定

録者 海外 大学 留学 際 給付金 増 成蹊大学外国留学奨学金

規則改 行い 録者 留学 や い環境 整え 今 中長期派遣 留学

希望 学生 増加 期待 定

定

定

定

定

定

定

定
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表 2.1 派遣協定留学生数 大学 推移定

定

定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

入留学生 目標値 監0 い 「01監 時点 「0 程 あ 新

規協 締結校 増加 今 協 留学生 入増加 見込 加え 規在

学 留学生 外国人聴講生 含 増加策 実施 目標達成 目指 定

「01盤 当 参加 学生全員 定TO分佐（責佐印定 験 義務

英語力 検証 行う予 あ 定

短期留学 中国語 研修 湾 大学 派遣や ン 語 研修

ン 府留学局 （制mたつ囲定 切三制そ続ご 企画 い 派遣 い

検討 中期留学 ン 大学 ン 協 締結

長期留学 華東 法大学 中国 新規協 締結 NA切SA 世

界規模 国際教育･留学 関わ 教員 職員 専門家 非営利団体 主催

大会 教職員 派遣 新 協 開拓 行 い 定

国際交流会館 国際交流活動 い 「01盤 成蹊大学学生専用寮 新

設 一般学生 入居 開始 伴い 協 留学生 入居 能性 検討 始

い 定

成蹊国際 い 科目 運営方法等 見直 行い 一 充実

年度 年度 年度 年度

単位：人

短期 中期留学

長期留学

年度～ 

モナシュ大学へのサマ スク ル開始 
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●教育・研究活 の国際化の促進 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果  

定 「01監 い 国際的 教育研究活動 活 化 一方策

海外 研修や国際学術会議 参加 航空運賃 成 見直 行

い 手教員 対 支援 充実 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

教員 海外研修 充策 検討 外国語 教授法 関 切） 講演

会 検討 実施や国際的 研究活動 行う教員比率 増加策 検討 行う

外国人 日 語 教え 教員 新 学長直属 全学教育講師 外国人教

育 一 充実 い 定

定

定

定

. 教育・研究の質の向上 
定

●教育の継続的改善 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 「01『 授業 い 新 全学部 8 単 必修化

実現 一部 講義科目 い ン 用

用い 実施 い 授業評価 ン や大学院 含 全 科目 い

利用 電子 実施 教育 的改善 向 新

施策 入 単純集計結果 担当教員 修 学生 閲覧

成績評価等 講評 学生 体 整 定

切） 切制続つせ図と定）ご不ごせぞたmごそ図 教員 教育改善 い 高等教育開 支援

ン 中心 教職員 対象 教育改善 資 定切）定講演会 講習会 開催 組

い 定

立大学等改革総 支援 業 組 あ 学修成果 測 方法 開 学修

入 「01『 い 情報 集 段 留 「01監定

格的 検討 着手 い 定

定

定
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今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 必修化 個 指 体 一 充実 卒業論文

論 通 課 見 解決能力 向 具体的 教育手法 開 組

関連科目間 連携 い 」 目 降 講 容 改善

や 演習 連携 施策 検討

成蹊教養 科目 い 作成 科目や科目

容 見直 行 学部科目 接 い 検討 一 連携 い

必要 あ 「01監 期 新規開講 ネ ン

い 成蹊 独自科目 着 う授業改善 行 い 定定

教育改革 改善 実施 い 支援体 強化 引 定

募集 全学的 広 行い 全学部全学科 実施 い 目指 定

印BL 印三ぞすご続図定B制囲ご正定Lご制三そじそg 効果 い 切）定活動 通 検討 地域

課 直視 解決 あ 組 行う授業や研究 引 支援 大学 地域 献

対 意識 高 教育研究機能 強化 定定

学修成果 測 方法 開 等 い 「01盤 行 経済学

部 試験的 実施予 あ 「01】 能 科目 全学的 入

い 計画 あ 入 様子 見 科目 範 広 い

検討 い 定定

学修 入 い 「01盤 経済学部 試験的 実施

結果 踏 え 「01】 全学的 実施 向 格的 検討

開始 定

授業評価 ン 組織的活用 的改善 い 的 回答率 得

今 学生 対 周知や広報 い 的 改善 い 予 あ

析 集計 い 佐R 佐そ囲図じ図つ図じぞそ制せ定Rご囲ご制三続し 人 育成目的や学

部 あ 集計 予測 組織的 活用 能

種類や態様 い 各 切）委員会等 調査 検討 行う 定定

的改善 い 今 入力や照会 い 第 者

等 指摘 対応 使いや い 的 改善 行う予 あ 定

健全 活動 行え 指 体 管理体 整備 活動支援

い 現在行 い 組 い 検討 将来的 全団体 指 者資格保

者 在籍 目標 各団体 OB O低 会 連携 強化 具

体的 現実的 施策 検討
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定

●教育・研究の評価 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

大学基準協会 第 「期 証評価 視 入 新 部質保証 運用 「01『

開始 部質保証体 大学 部質保証／点検 評価 活用 定

印）（A定 部質保証 組 各部門 実施 い 「01監 大学基準協

会 第 「 期 証評価対応 「01『 計画 定「01監 実施計画 実行

「01盤 初 定「01監 評価 行う い 「01」 開始

学習院大学 相互外部評価 い 「01『 学 学習院大学 評価

「01監 」 評価報告書 領 「01監 結果 部質保証 証評価

効 活用 い 教員業績管理 公開 い 「01監 公開

開始 定定定

学 切） 活動 活性化 一 教育 質 向 目的 優

授業 行 い 者又 授業改善 組 顕著 あ 者 顕彰 成蹊大学教育活動定

顕彰 定「01監 期 創設 運用 開始 各学部長 学部等 切）委員会

い 学生 授業評価結果等 基 総 的 評価 行い 毎 」 候補者

選考 推薦 推薦 候補者 い 全学 切）委員会 選考 経 学長 成蹊

ン ワ 賞者 決 評価結果 活用 い 賞者

賞者 組 学 外 広 公表 学 い 切）協議会等 連携 組

共 切） 活動 活性化 教育 質 改善 昇任 昇格等 教育

業績 活用 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 大学基準協会 実地調査 実際 証評価

漏 や 備 い う 関 入念 確 行う い 部質保

証 運用 印）（A 具体的 改善 向 組 実施 い

今 大学 部質保証／点検･評価 基 各部門 質保証推

自己点検･評価 抽出 課 い 大学全体 方針や 策立案

いう実質化 組 い 特 部質保証委員会 大学運営会議 全学 切） 委員会

切）協議会 会議体間 関 い 整理 一 改善 行う予 あ 定定

学習院大学 相互外部評価 実施 い 今 相互評価 効 機能

方策医講評方法 含 今 運用 い 相互 検討 行う

い 定

成蹊教育再生検討委員会 答申 「01盤 」 教員 評価

入 「01盤 自己点検 評価 基 実施

実施 状況 踏 え 「01】 実施方法 容等 検討

定
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. 組織・経営基盤の強化 
定

●教学部門のガバ ン 改革 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 学校教育法 改 成蹊教育再生検討委員会答申 「01『 10 基 「01『

全学的 教学定 ネ ン 改革 検討 行い 学長選考方法 見直 大学 役職

会議体 権限 専決 明確化 適 迅 意思決 構築 い

規則 整備 行 「01監 引 部規則 総点検 見直 行い 盤

改 作業 完了 運用面 い 実際 意思決 会議 起案 決

裁 議 録等 規則 整 い 検証 改善 学長 業績評価 関

規則 教員 新規採用 見直 行 定

定 定 定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

改 学長選考規則 基 学長 選考 行わ 「01盤 『 新規則 基 初

学長 誕生 副学長 「 置 掌 明確化 含 意思決 あ

方や組織 各種委員会 大学 ン い 総 的 再検証 改善 組

定

「01盤 盤 学長 職務 支援 全学的 策立案機能 強化 目的 学

長室 構成員：副学長 学長補 学長 指 者 設置 定

大学力 向 「01盤定 い 立大学等改革総 支援 業 補

金 定1：建学 精神 生 大学教育 質向 教育 質的転換 採択

目指 必要 改革 改善 積極的 組 い 定

定
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●IR 機能の強化 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 「01『 引 「01監 前期 新 新入生 対象 ネ

ン ン 自己診断 大学生基礎力調査 行

結果 定「01『 行 大学定佐R ン 各学部

教授会 大学 務職員部課長 連絡会 析結果 報告 行 定

「01監 】 「 生 『 生 対象 学修時間 実態 学修行動 把

握 ン 「01監 10 1 生 」 生 対象 大学 佐R ン 定

共通 ン 「01監 1「 「01盤 1 卒業生 対象 学

生 学修成果 把握 関 ン 実施 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 盤 佐R 専門部署 調査企画課 設置 「01】 目標達成

向 「01」 加盟 大学定佐R定 ン 学生 ン 引

実施 学 ン 結果 ン 参加大学 結果 比較 析 行う

新入生 対象 ネ ン ン

実施 析 学 卒業時 学生 ン 実施 学 各部署

必要 情報 集 整理 活用方法 検討 行う 定

定

定

定

. 産業界・地域 の連携 
定

●企業 ー に適応した社会人基礎⼒の醸成 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 産学連携人 育成 あ MBT M制三つそぞつ続しじ定Bつ囲じそご囲囲定T三制じそじそg い

「01」 MBT 経験 学生 満足 100％ あ

企業 学生 力 行動 通 高い評価 得 1 期生 「期生

卒業時 路決 率 就職実績 い 高い成果 得 」 期生 自信

持 就職活動 調 い 学生 社会人 基礎力 養

い 優 人 輩出 いう目的 達成 あ 菱

強い絆 あ 成蹊 実施 組 あ 中期 点目標 組 中

表的 成果 一 あ いえ
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今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 降 MBT 実施 う 実施日程 変更

入 企業 調整 的 運用 組  
定

定

●地域社会 の連携の推進 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

「01『 武蔵 包括的連携協 締結 期的 武蔵 成蹊連携協議

会 開催 い 実績 武蔵 産業 や 祥寺公園通 緑化計

画 参加 鷹 佐T 業者協会 武蔵 佐（T 研究会 主催 第 」回 TAMA（OM

共催 参画 大学 盤号館環境設備性能評価 共 調査

地域課 解決型研究 行 い 学長 地域連携 地域

献推 委員会 設置 武蔵 地域連携 強固 目指

計画的 組 検討 着手 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

大学 設置 地域連携 地域 献推 委員会体 地域連携 組 武

蔵 や武蔵 商工会議所 武蔵 観 機構 連携 飛躍的 展 い

期待 い わ 「01重 放 杯日 開催時 武蔵 誘致活動

協力 「0「0 東 ン ン 向 武蔵 共 歩調

活動 教育面 大 成果 期待 武蔵 各種委員会

創生 業 実質的中 武蔵 観 機構 大学

委員 派遣 検討 い 定

定

定

●生涯学習機会の拡充 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

社会人 生涯学習機会 充 い 対応策 検討 具体的 組 実施

中期 点目標 い 充策 検討 い 武蔵 や 学聴講

生 組織 い 銀蹊 会 ン 行



2. 大 学 
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定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

学 設 基 学習 修了者 独自 修了証 修証明書 付

新 い学習 組 成蹊 修証明 「01盤 開

設 定定

初 11 設 い 関連 科目群 中 盤科目

講 者 修了者 学独自 称号記 付 定

府 教育再生実行会議 言 い 社会人 学 直 対応 要請

い あ 成蹊 学 生涯学習 社会人教育 柱 置

い い 定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定



3. 中学・高等学校 
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定

3. 中学・高等学校 
 

. グローバ 化の推進 
定

●英語⼒強化への取組 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

英語力 測 外部試験 1 低T分（定さぞ三定ST判）分NTS 入 結果 踏

え 学 達成目標 設 】0％ 生 目標 達成 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

低T分（定さぞ三定ST判）分NTS 結果 踏 え 学 達成目標 達成状況 確 必

要 応 当 目標 修 行う 定

高校 英語 授業 い 「 」 生 「01盤 1 生 い

緩や 授業 入 生 語学力向 い 今

的 行え う工夫 い 定

英語力強化 開 い 着実 い 必要 あ

考え い 定

定

定

●中高におけ 海外学習、異⽂化体験機会の拡充 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

数 間 多 生 海外留学 参加 「01】 目標達成

向 力 定

盤監 交流 歴史 持 ン 校 今 派遣留学生 条件 あ

1 増や 意 得 現在細部 い 調整中 あ 定

ン 校 交流 高 評価 「01監

10 一 あ 校 新 短期留学

開始 校 参加者 監 全員奨学金 付 校 教

員派遣 行わ 両校 好 深 始 定

定



3. 中学・高等学校 

 

－13－ 

 

定 定 定 定

10 一 あ

教員 生 来日 ネ 1重」0 校 始 楕 形

議論型 学習活動 模擬授業 成蹊中高生 実施

国際交流や留学 向 刺激 ン 増え あ 定

定 監 留学生 ン ン

あ 海外 学校や団体 『1 訪問 入 生

文化交流や 授業 部活 参加 通 留学 異

文化体験 環境 整い あ 定

定

表 3.1 派遣留学生数 高等学校 推移定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

年度 年度 年度 年度

単位： 人

短期留学

長期留学



3. 中学・高等学校 
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定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

校 奨学金付短期派遣留学生 「01盤 」

第 「段 奨学金付長期派遣留学生 開始 現在 第 」 段

校 留学生 入 向 日程調整 行 い 定

校 「01盤 盤 】 】 「

秋 生 監 入 一方 「01盤 校 奨学金

付 派遣 始 今 新企画 的 学校 士

絆 強化 力 入 加え 現在 訪問 入校 い 相互交流

い 検討 予 い 留学生 派遣 入 国際理解教

育 い 検討 今 成蹊独自 国際交流 充実 い 定

定

定

定

. 教育・研究の質の向上 
定

●成蹊中学・高校生徒 し の質を保証す 教育改革、進路⽀援等の推進 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 教育改革 い 中学入試志願者数 増加 「01盤 入試 前 約 「0％増

意識醸成教育 各種 実施 加え 現在 教育 質 保証

「01】 目標達成 向 推 定

定

表 3.2 一般入試志願者数 中学 推移定

年度 年度 年度 年度

単位：人 単位：人  



3. 中学・高等学校 
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定

教育改革 流 研究 1 中高 国際 佐B 検討委員

会 設置 研究 通 ン 吸 行 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

「01盤 掌 国際教育部 新設 留学や海外留学支援 職員

採用 体 整備 始 今 具体的 海外大学 学

あ 方 い 検討予 あ 定

「01盤 引 」 目 い 点 目 置付 実現 能 具体的

改革案 示 検討 審議 行う 今 課 部活動 含

多忙 極 各教員 対 管理運営 携わ 時間 軽減 い 検討

引 必要 あ 識 い 定

定

学力向上と全人教育 

学習習慣 着 基礎学力 向 向 工夫 軸 学習 諸活動 ン

学校生活 忙 い生活 時間管理 組 学習姿勢 指

大 維持 精査 新 作成 組 い

学習習慣 十 い生 指 補習 数学 余力 あ 生

ン 問 成蹊大学や OB O低 力 借 生 知的好奇心 育

参加企画 実施 中高 盤 間 通 成蹊 具体的

意識醸成 ン 策 引 行う 定

全人教育 い 何 全力 組 個性的 仲間 協働作業

通 様々 体験 ン 人間性 育 社会 送 出 い 考え

い 定

定

進学実績の向上 

生 自 個性や才能 自覚 い知識 基 自 路 決 多

様 路希望 実現 う 最大限 自 決

選択力 育成 個々 応 路指 実施 い 定

旧 高校 伝統 学校 あ 踏 え 現役志向増加 現状 対応

具体的 対応策 い 検討 開始 学実績 回復 目指 い 定

工夫 含 海外大学 学希望者 具体的 案

い 検討 定

個性 尊 路 多岐 亘 基礎学力 質 高い授業や企画 供 最

皆 頑張 雰 気作 多彩 路 実現 定

定

定



3. 中学・高等学校 
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定

学びの変化への対応 

定 学 外 研修 通 教育界 動向や 校 状況 い 情報

集 共 変化 学 形態や 「0「0 大学入試改革

い 情報 集 精査 生 や保護者 対 適 情報 信 行う 加

え 新 作成 組 具体的 準備 い 定

大学入試 外国語 外部試験利用 対応 TO分切L 講 開設や T分A印

Tご囲図定ぞさ定分そgせじ囲し定さぞ三定A続制正ごmじ続定印つ三たぞ囲ご囲 明会 実施 部活 一般 試験日程

験 い希望者向 学 英検 実施 行 い 高校英語 い

今 「 」 生 実施 授業 「01盤 緩や 形

1 生 入 工夫 始 定

定

定

●IでT 活用教育の充実 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

中央館 設 ン 教室 「 生 1人 1 使え

ン 揃え 情報化 担う人 育 環境 整備 毎日

課 解 均 「監 利用 い 定

既 一部 授業 ン 利用 行わ い ン 教室 利

用 特 高校 情報科授業 情報 関 基 的 概念や基 的 ン

操作方法 著作権 あ 方 情報活用能力 習得 幅広 学 将

来 情報社会 活躍 基礎 身 い 佐（T 利用

中 起 や い 防 適 佐（T 活用 推 観点 成蹊中学高等

学校 ン ネ 利用基 方針 策 徹底 定

中高 住R 棟一般教室 中高職員室 校長室 無線 LAN 設置 教員用

配 終わ 授業 使用 広 見 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

現在 理科棟 体育館 無線 LAN 設置 あ 「01】 設置 予 あ

A別 化 い 中学校 終了 「01盤 高校 実施 予

い 定

定 今 希望者対象 ン 講 入や情報科授業 ン 入

い知識 習得 ン 活用 生 育成 考え い



3. 中学・高等学校 
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定

●教育・研究の評価 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

校務運営 い 初 校長 示 学校運営目標 踏 え 各 掌 組

目標 公表 自己評価 総括 行 い 定

学校運営 い 保護者全体会 保護者 報告や 毎 印TA 常任委員会 通

多 保護者 意見や 質問 回答 多 方

明 対応 心 い 定

外部評価 い 委員会 設置 い い 学外見識者

析や い 学校運営 形 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

学校運営 い 保護者全体会 報告 時期や方法 い 期的 検討 行

い 今 い 定

外部評価 い 今 充実 形 活用 い い 定

定

定

定

単位：人  



3. 中学・高等学校 

 

－18－ 

 

定

. 組織・経営基盤の強化 
定

●教学部門のガバ ン 改革 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 ン 改革 校務運営 関わ 意思決 方法や決 任者 確 い

現状把握 確 校 識 共 終わ 文章化 作業 入 あ

規則類全体 い 現状 把握 終了 教員 新規採用

見直 行 定

定 「01監 副校長 関 規則 職員会議 関 規則 中高 副校長

置 場 副校長 職務 任用等や職員会議 構成 審議 等 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

校務運営 関わ 意思決 方法や決 任者 確 い 今 総務課

連携 規則 整え い 規則類 い 足部 含 整備

行う予 あ 定

校長選考規則 「01盤 監 校長 候補者 選考方法 い

学校 い 候補者 選出 方式 理 長 設置 校長選考委員会

選考方式 改 今 校長 業績評価 い 理 長 設

置 校長業績評価委員会 行う 定

定

定



3. 中学・高等学校 
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定

. 産業界・地域 の連携 
定

●地域に愛さ 成蹊学園の推進 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 多 教員 力 生 意識 向 前 比 生 校

格段 向 今 時折 情 い あ 呼 乗 出

都 指 能 状態 逆 褒 言葉 い 機会 増え

生 励 い 定

地域 献活動 部 『回 朝 】 時 ン

祥寺 街 拾い活動 初 高校生 会 1回 清掃活動 ン

部 幼稚園や老人 演奏活動 文化祭 募金活動 駅 あ

募金 募金 建学 日 水泳部 清掃活動 地域 連携 保育

実習 中高生 様々 形 ン や地域 献活動 展開 い

高校生 会 震災 来 田老地 夏祭 手伝い 的 行 い

定

一方 生 教員 地域 開 活動 行 い 中高家庭科 行

う 成蹊料理 楽 会 銘打 成蹊 採 食 使 『 回 料理教室

「01盤 1】 回目 開催や気象観測所 気象 供 外部

大 評価 得 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

生 校 い 今 状態 い う 組 い 定

現在実施 い 様々 形 ン や地域 献活動 い 今

引 加え 教員 地域 開 活動 い 今

い 定

定

定

定



4. 小学校 
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定

4. 小学校 
 

. グローバ 化の推進 
定

●英語⼒強化への取組 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

盤 生児童 110 「01盤 「 検 児童英検 全体 均 88 点

答率 80％ 児童 重盤 あ 「01監 1「 授業参観 間 実施 1 間

英会 盤 生 80財 児童 堂々 保護者 高い評価

得 盤 生 」学期 実施 」 間英会 盤 間 良い 表

堂々 いう観点 達成率 】8.8財 あ 定

新 入 A（T 株 開

い 自 聞 自 意見 述 授業 意見 述 児童 育成

い 歩 見 多聴 実施 家庭学習 充実 一因

捉え い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

児童英検 答率 100％ 児童 い 伸 測

い 今 児童英検 わ 外部 能性 検討

定

今 英語力 強化 向 多聴 汎用性 あ

ワ 作 力 注い い 定

定

定

●小学校におけ 海外学習機会の拡充 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

「01盤 」 春期 体験学習 来 交流校 あ （制せぞつそ正三制定

（し三じ囲じ図じ制そ定（ぞせせごgご 加え 新 （制せぞつそ正三制定（じ図と定印三じ不制図ご定S続しぞぞせ 「 校体

計 」重 児童 海外体験学習 参加 「01『 最大 「「

参加 い 「01監 1】 増員 う 派遣枠 大

幅 大 定



4. 小学校 
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定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

「01盤 夏 「監 程 児童 派遣 能 春 夏あわ 間 盤0

強 現在 約 」倍 児童 派遣 体 整う 定

今 「校 （制せぞつそ正三制定（し三じ囲じ図じ制そ定（ぞせせごgご （制せぞつそ正三制定（じ図と定印三じ不制図ご定S続しぞぞせ

派遣 体験 大 差 出 い う い 定

定

表 4.1 オースト ア体験学習参加者数 小学校 推移 

定

定

定

定

. 教育・研究の質の向上 
定

●成蹊小学校児童 し の質を保証す 教育改革等の推進 

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 監 盤 学 完全教科担任 入 効果 検証 盤0％ 教員 効果 実感

行 必要 児童 対 担任 持 い教員 ン 細

や 指 体 構築 定

定 「01『 保護者 ン 調査 保護者 ン 調査 教員 ン 調

査 実施 保護者 成蹊 魅力や現状 課 把握

. . . . . . ..  + .

約
単位：人  



4. 小学校 
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定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し  

学 完全教科担任 充実 い 々増え い 必

要 児童 対応 ン 出勤日 増や い 検討 定

定 今 「01『 実施 保護者 ン 結果 踏 え 教育

質 向 向 具体的 施策 組 定

定

定

●教育・研究の評価定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

「01監 個人研究 自己評価書 あ 研究 研究 容

当初 記入 研究 成果 自己評価 課 記

入 結果 自 自身 研究 成果 満足 評価 い 教員

8「財 「01監 教員 教育 研究力 向 達成 高 いう

評価 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

研究 成果 満足 評価 教員 重0財 う 研究部 中心

全体研究 優 講師 招い 授業研究 通 各教員 教育 研究力 向

い 定

定

定

● ーツ活 ⽀援定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

学習 対 満足 ン 実施 結果 満足 い 回答 児

童 割 「01『 監 生：重」％ 盤 生：】「％ 「01監 監 生：8」％ 盤

生：8盤％ あ 「01監 当 ン 結果 う 良 点 い

う 宿 参加 知識 増え 試 表会 参加

いう 目 高い結果 定

「01監 「01『 満足 焦点化 外部 専門家 招

聘 行 部：重」％ 部：8「％ いう高い満足 得

今 学習 中 う 活動 い いう設問 対

「『8 中 1監監 児童 技 学ぶ いう 目 選 い

外部 専門家 招聘 児童 意欲 技術 高 効 手段 い
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定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

定 効果 い 外部 専門家 招聘 い 今 児童

意欲 技術 高 い い 考え い 定

定

定

定

. 組織・経営基盤の強化 
定

●教学部門のガバ ン 改革定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定 定

教員 新規採用 見直 行 「01監 副校長 関 規則

職員会議 関 規則 学校 副校長 置 場 副校長 職務 任用等

や職員会議 構成 審議 等 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

定 校長選考規則 「01盤 監 校長 候補者 選考方法 い

学校 い 候補者 選出 方式 理 長 設置 校長選考委員会

選考方式 改 今 校長 業績評価 い 理 長 設置

校長業績評価委員会 行う 定

職員会議 外 会議体 役割 明確化 意思決 構築 焦点 当

い 時 校務 掌 や い形 視化 方策 検討 い



4. 小学校 

 

－24－ 

 

定

. 産業界・地域 の連携 
定

●地域に愛さ 成蹊学園の推進定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 情件数 「01『 18 件 「01監 1『 件 減少 児童 行い

賞賛 報告 数件寄 定

通学方面 集会 実施 縦学 部 学 卒業生

定

「01監 『～盤 保護者 ン 結果 乗 方 車 様子

良い：「8.0財 普通：監『.「財 良 い：1】.8財 祥寺駅 様子 良い：」8.「％ 普

通：『重.8財 良 い：1「.0財 重～11 結果 乗 方 車 様子 良い：

」】.」財 普通：『『.盤財 良 い：18.1財 祥寺駅 様子 良い：『盤.『財 普通 『重.『財 良

い：『.「財 あ 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

定 今 引 始業式や朝会 学校 配付物 公共交通機関利用 遵

呼 指 徹底 い 定

定 「01盤 全校保護者 各学期 1回 通学 全指 願い 児童 通学

向 識 割 向 い 定

定

定

定

定

定
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定

5. 学園共通 
 

. 教育・研究の質の向上 
定

●一貫教育の強化定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 学校間 垣 越え 成蹊学園 持 教育環境 研究環境 人 や施設 い 恩恵

成蹊 学生 中高生 大学生 成長過程 環境 体 整え

い 環境 個々 力や 能性 最大限 伸 成蹊 一 教育

目標 掲 学校間連携強化 組 い 定

」 ヵ 組 各校 教員 英語一 教育 関 推

成果 学会や記念行 表 高い評価 得 特 多 い 英語教

員 開催 各校 英語教育充実 成蹊大学生 成蹊

学校英語授業 TA Tご制続しじそg定A囲囲じ囲図制そ図 行う 大連携教育支援活動や 成蹊高

校生 成蹊大学 開講 講 修生 講 高大連携活動 行

加え 「01監 学生 中高生 大学生や教職員 学 や研究 通

知的好奇心 成蹊 ン 始動 成蹊 ン

校 い中大連携 複数 わ 中 」生 大学 体験 各校 集う

ン 成蹊学園 各校 地域 分S） 分正つ続制図じぞそ定さぞ三定

Sつ囲図制じそ制継せご定）ご不ごせぞたmごそ図 持 能 社会 成蹊学園 学

開催 高い評価 得 定

活動 最 端 研究 設立 重0 成蹊気象観測所 成蹊 環境

教育 い 豊 歴史 環境 改 感 各校 知的好奇心 幅

大 広 い 活動 広報 や 住印 利用 学外

的 信 い 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

」 ヵ 学校間連携強化活動 良好 成果 あ い 方向性 強化

考え い 具体的 活動 形 持 体

組 一 成蹊学園 地域環境研究 理科教育 推

学園 ン ン 強化 い 検討

教育 立 成蹊 ン 利用 活動 行う

各校 教員間 互い 学 う 組 様々 確立 各校
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定

教員 学生 格的 研究 組 互い 学校 魅力 知 機会 増や い

活動 活性化 学 い特徴 明確

方針 検討 実現 い 定

定

定

定

. 組織・経営基盤の強化 
定

●内部統制の整備・充実定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 業務 効性 効率性 法 遵 学 評価や資産 保全 確保 実現

「01監 達成目標 様々 組 推 最終 あ 「01監

「01『 教職員 行動指針 行動規範 ン 各種媒体

周知徹底 機管理規則や ン ン 関連規則 基 各種委員会活動 推

務部門 業務 析 各 励行 部 査 印）（A 推

規則や ン 基 着実 運用 確 業務 遂行 今

運用 い 段 い 機管理規則 災害

生 対応 中心 い 見直 想 前対

応 顕在化 時 対応 一括管理 運営 ネ ン 規則 新

運用 開始 各種 組状況 部統 整備 充実 い

初期 目的 達成 今 着実 印）（A 回

業務 効性 効率性 一 高 法 遵 徹底 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 部統 充実 一環 学規則集 含 い い 規や申

等 い 形骸化 い 整理や教職員 開示 否 断等 新 規則

類 再整備 「018 実施 定

定
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定

●IT ガバ ン の推進定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 情報 関 ンや情報漏洩 故対応 加え

ン い 法 準 規則 整備 情報

関 規則体系 構築 現在 基 い 学 保 情報 適 管

理 保護 体 運用 い 教学 関 佐（T 設備 い 各学校 要

望 基 い 長期見通 立 全体最適化 効率的 設備投資

行 い 学全体 無線 LAN 入や視聴覚機器 化 実施

佐（T 活用 教育 環境 整備 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

情報 関連規則や ン 則 適 管理運用 行い 個人情報

機密情報 保護 い 定

最近 技術動向 踏 え 佐T 投資計画 時見直 全体最適化 戦

略的 設備投資 い 定

定 定

定

●学外有識者によ ア バイザ ー ー の設置定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 「01」 学園長 諮問機関 学外 識者 設置

学 ン 中期 点目標 広 社会 信 戦略的 広報活動 強

化 い 言 あ 組 一環 日 経済新聞 成

蹊教育 第 世紀 ン 教育鼎談 広告 第 1 回目： 「1 世

紀社会 求 人 育成 成蹊教育 第 「 回目： 産学協働 人 育成

大学教育 質 保証 第 」 回目： 教育 化 成蹊学園 国際教育 第 『 回

目： 成蹊教育 真価 化 第 監 回目： 100 伝統 礎 新世紀 出稿

定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01盤 学 教育理念 基 教育 研究 質的改善 実現 目的

理 会 対 言 行う機関 変更 定

定

定
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定

●事務職員の人事制度改革定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 将来 経営 担いう 能 人 育成 各自 能力 意欲向 向 人 育成施

策 滑 運用 目標 複線型人 給 改 含 目標管

理 職務評価 や 化 「01『 ネ

ン 職 業績評価 処遇 映 「01監 職

職 展開 推 各職員 能力開 や い 実感

組 初期 目標通 構築 運用 開始 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

新 い人 入や評価 化 計画通 出来

最終目標 「01盤 関 印）（A 回 運用状況 検

証 実施 一環 運用 中 課 出 一部役職等

職務 容や呼称 再整理や 職 等 再 義

「01盤 新 学校運営 滑化 高 化 務職員 ワ

ン 両立 見据え 新 就業規則 整備 組 定

定

定

●卒業生・同窓会組織 の連携強化定

こ ま 3 ヵ年 2013 年度〜2015 年度 の成果 定

定 卒業生 講演会等 実施 い 大学 い 支援 一環

学卒業生 企業 明会 手 OB定O低 自身 語 卒業生

理解 実施 経済学部 基 特殊講義 ） OB O低 語 ネ 最前

線 理工学部 科学技術 最前線 教職課程 教育実習研究 特 講演会 卒業

生 講師 迎え 定

中高 い 路企画 一環 現役 師や海外留学経験 持 OB 講演

会実施 幅広い 活躍 卒業生 学校 招い 例 実施 い 見学

会行 東儀 樹氏 授業 含 卒業生協力 企画 充 例化

い 定

窓生組織 あ 成蹊会 連携 「01監 『 桜祭 学校創立 100 周

ン 桜祭 置付 大開催 学 教育理念 最新 映像技術 い 」）

ン ン 卒業生 在校生 保護者 近隣 民 約 」貫監00 人 鑑賞

飛 出 AR 絵 特 企画 学校 施設見学 実施 多 来場
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定

者 得 学園史料館 い 学校創立 100 周

特 企画展示 実施 学校 協力 「01監 学校 文化祭

出展 児童 作品や 学校 歴史 振 返 懐 い写真 展示 定

卒業生 中心 学 支援者 大 新 寄付推 あ 成蹊教

育応援団 「01監 立 卒業生交流 推 構築 目的

特設 開設 会員 趣意書 会員 配 物 作 会員

選 済 学園創立 100 周 記念 業募金 協力 い い 個人 皆様 案

送付 あわ 周知 大 概要 明 作

成 学園広報 S分佐K分佐J佐N 梱 卒業生 在校生保護者 配 定

定

今後 3 ヵ年 2016 年度〜2018 年度 の⾒通し・⾒直し 定

「01監 桜祭 学校創立 100 周 ン 置付 特 企画 実施

今 桜祭 い 学園主催 催 行う 学園 卒業生 交流 深

い 「01盤 『 講談師：日向 わ 氏 講談 中 春 伝

ン ン 実施 定

成蹊教育応援団 い 支援者 卒業生 中心 100 周

募金協力者 会員 録 い う 関 者 組織化 今 様々

方法 周知 録会員 裾 広 い 定 定


